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投票できない者 第 12 条 
・投票資格者名簿に登録されていない者

・投票資格者名簿に登録された者であっ

ても投票日の当日に投票の資格を有し

ない者 

事案の形式 第４条 
住民投票に係る事案は、二者択一で賛

否を問う形式 

住民投票実施請求代表者証明書の交付申請 第６条 
・住民投票の実施を請求しようとする者の代表者は、市長に住民投

票実施請求代表者証明書の交付を申請 

請求資格者名簿の調製等 第６条 
・市長は、請求資格者の名簿を調製 

・市長は、申請があった日現在により、請求資格者を請求資格者名

簿に登録し、必要な署名数を告示 

住民投票の実施 第７条 
・市長は、住民投票を実施するときは、直ちにその旨を告示。 

・市長は選挙管理委員会にその旨を通知 

・選挙管理委員会は、通知のあった日から起算して 90 日を超えない

範囲内において住民投票の期日を設定し、投票日の７日前までに告

示 

投票資格者名簿の調製等 第８条 
・選挙管理委員会は、住民投票を実施する場合、投票資格者の名簿

を調製 

・選挙管理委員会は、投票日の告示の日の前日現在により、投票資

格者を投票資格者名簿に登録 

投 票 第９条 第 13 条 
・投票所及び期日前投票の投票所は、選挙管理委員会の指定した場

所に設置 

・選挙管理委員会は、投票日の５日前までに投票所を、投票日の告

示の日に期日前投票所を告示 

・投票人は、１人１票を投票 

・投票人は、投票用紙の複数の選択肢から一つを選択し、所定の欄

に自ら○の記号を記載 

開 票 第 16 条 
・選挙管理委員会は、開票所の場所を指定 

・選挙管理委員会は、あらかじめ開票の場所及び日時を告示 

投票結果の告示等 第 19 条 
・選挙管理委員会は、住民投票の結果が確定したときは、直ちにこ

れを告示し、告示の内容を市長、市議会の議長及び住民投票請求代

表者に通知 

住民投票の執行 第５条 
・住民投票は、市長が執行 

・市長は、住民投票の管理及び執行に

関する事務を小諸市選挙管理委員会に

委任 

請求及び投票の資格 第３条 
・年齢満 16 年以上の日本国籍を有する

者で、引き続き３月以上本市に住所を

有する者 

・年齢満 16 年以上の定住外国人で、引

き続き３月以上本市に住所を有する者

情報の提供 第 10 条 
・市長は、住民投票を実施する際には、

当該住民投票に関し必要な情報を広報

その他適当な方法により提供 

・市長は、情報の提供に際しては、中立

性の保持に留意し、事案についての選択

肢を公平に扱わなければならない。 

投票結果の尊重 第 18 条 
一の事案について投票した者の賛否い

ずれか多数の結果が投票資格者総数の

４分の１以上に達したときは、住民及び

市議会及び市長は、住民投票の投票結果

を尊重 

再請求等の制限期間 第 20 条 
住民投票が実施された場合、２年間は、

同一の事案又は同旨の事案について、

実施の請求又は発議を行うことができ

ない。 

住民投票に付することができる
事項 第２条 
住民投票に付することができる市政に

係る重要事項は、現在又は将来の本市

の住民全体の福祉に重大な影響を与え

る事項 


